
今
回
の
よ
う
な
事
件
の
報
道
が
あ
る
と
、
社
会
の
関
心
が
集
ま
り
、

急
に
薬
物
乱
用
が
拡
大
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
我
が
国
は
幸
い

に
も
世
界
で
も
薬
物
乱
用
が
少
な
い
国
で
あ
る
。
薬
物
乱
用
問
題
に

は
、
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
取
り
上
げ
方
が
さ
れ
な
い
と
世
間
の
目

が
向
か
な
い
と
い
う
不
幸
が
あ
る
。
そ
し
て
、
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル

な
部
分
が
飽
き
ら
れ
る
と
関
心
が
遠
の
き
、
そ
れ
に
乗
じ
て
薬
物
乱

用
が
広
が
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
最
近
問
題
と
な
っ
て
い
る
大
麻
乱
用
の
危
険
性

に
触
れ
、
次
い
で
我
が
国
の
青
少
年
に
お
け
る
薬
物
乱
用
の
実
態
を

世
界
の
各
国
と
比
較
し
て
示
す
と
と
も
に
、
薬
物
乱
用
防
止
対
策
、

特
に
学
校
教
育
を
通
じ
た
予
防
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
重
要
性
に
つ
い

て
述
べ
る
。
そ
し
て
最
後
に
大
学
生
に
お
け
る
大
麻
問
題
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。

大
麻
乱
用
の
規
制
と
有
害
性

大
麻
は
我
が
国
で
は
大
麻
取
締
法
で
乱
用
が
規
制
さ
れ
て
お
り
、

栽
培
、
輸
出
、
輸
入
し
た
者
は
、
七
年
以
下
の
懲
役
、
営
利
目
的
は

一
〇
年
以
下
の
懲
役
、
所
持
、
譲
受
、
譲
渡
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
、

営
利
目
的
は
七
年
以
下
の
懲
役
と
さ
れ
て
い
る
。

大
麻
は
、
大
麻
樹
脂
（
ハ
シ
シ
ュ
）
、
大
麻
草
の
花
穂
や
葉
の
乾

燥
物
（
マ
リ
フ
ァ
ナ
）
、
大
麻
オ
イ
ル
な
ど
の
形
態
で
、
主
に
喫
煙

に
よ
り
乱
用
さ
れ
る
。
大
麻
は
精
神
依
存
を
引
き
起
こ
す
。
乱
用
に

関
係
す
る
大
麻
の
主
成
分
は
、
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
カ
ン
ナ
ビ
ノ
ー
ル

（
Δ
９
-tetra

h
y
d
ro
ca
n
n
a
b
in
o
l:T
H
C
）
で
あ
る
。
Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
急

性
薬
理
作
用
に
は
酩
酊
作
用
、
空
間
認
知
機
能
障
害
が
特
徴
的
に
認

め
ら
れ
る
。
酩
酊
作
用
に
は
、
気
分
変
容
、
知
覚
変
容
、
思
考
変
容

等
が
あ
る
。
乱
用
に
よ
り
、
大
麻
精
神
病
と
呼
ば
れ
る
状
態
に
陥
る

こ
と
が
あ
り
、
急
性
錯
乱
状
態
で
発
症
し
、
意
識
変
容
を
伴
い
、
誇

大
あ
る
い
は
被
害
妄
想
、
幻
覚
、
気
分
変
容
を
呈
す
る
。
ま
た
、
慢

性
使
用
に
よ
り
、
無
気
力
・
集
中
力
低
下
・
判
断
力
低
下
・
無
為
な

ど
を
特
徴
と
す
る
無
動
機
症
候
群
と
呼
ば
れ
る
状
態
が
惹
起
さ
れ
る
。

さ
ら
に
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
現
象
（
自
然
再
燃

：

ス
ト
レ
ス
や
睡
眠

不
足
な
ど
の
非
特
異
的
刺
激
に
よ
っ
て
、
以
前
の
乱
用
に
よ
っ
て
経

験
し
た
症
状
と
似
た
異
常
体
験
が
一
過
的
に
再
現
さ
れ
る
こ
と
）
や

テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
な
ど
の
性
ホ
ル
モ
ン
分
泌
に
対
す
る
影
響
も
報
告

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
大
麻
に
は
依
存
性
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
有
害
な
作
用
が
あ
る
が
、
単
独
で
乱
用
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
ア

ル
コ
ー
ル
や
他
の
薬
物
と
一
緒
に
乱
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
そ
の

場
合
は
、
危
険
は
よ
り
複
雑
に
な
り
、
著
し
く
有
害
性
が
増
す
。

大
麻
乱
用
は
、
別
の
観
点
か
ら
も
危
険
で
あ
る
。
大
麻
を
乱
用
す

る
者
は
、
そ
の
後
さ
ら
に
依
存
性
が
高
く
危
険
な
覚
せ
い
剤
や
麻
薬
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は
じ
め
に

大
都
市
圏
に
あ
る
い
く
つ
か
の
大
学
で
学
生
の
大
麻
乱
用
、
売
買

事
件
が
相
次
い
で
報
道
さ
れ
た
。

大
麻
を
含
む
違
法
薬
物
の
乱
用
は
、
現
代
社
会
の
抱
え
る
も
っ
と

も
深
刻
な
問
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
依
存
性
の
あ
る
薬
物
の
乱
用
は

個
人
の
健
康
を
著
し
く
傷
つ
け
る
ば
か
り
で
な
く
、
社
会
全
体
に
も

暗
い
影
響
を
与
え
る
。
我
が
国
で
、
実
刑
判
決
を
受
け
た
犯
罪
の
う

ち
実
に
そ
の
１
／
３
は
薬
物
乱
用
が
絡
む
も
の
で
あ
る
。

依
存
性
の
あ
る
薬
物
を
乱
用
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
抜
け
出
す
こ
と

は
困
難
で
、
薬
物
乱
用
事
犯
は
再
犯
率
が
極
め
て
高
い
の
が
特
徴
で

あ
る
。
ま
た
、
薬
物
乱
用
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
最
初
の
薬
物
乱
用
の

経
験
を
青
少
年
期
に
も
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
薬
物
乱
用
に
対
し
て

は
「

第
一
次
予
防

」
、
す
な
わ

ち
危
険
な
薬
物
に

手
を

染
め
る
こ
と

そ
の
も
の
を
防
止
す
る
こ
と
が
対
策
の
第
一
と
な
り
、
そ
の
主
な
対

象
は
青
少
年

：

児
童
、
生
徒
、
学
生
と
な
る
。

「
第
一
次
予
防
」
の
具
体
的
な
働
き
か
け
の
方
法
は
、
教
育
で
あ

る
。
「

D
ru

g
F
ree」
、
薬
物
の
な
い

ク
リ
ー
ン
な
社
会
を

築
く
た
め

に
世
界
各
国
は
共
通
し
て
教
育
、
特
に
「
学
校
教
育
」
を
通
じ
た
予

防
を
も
っ
と
も
重
視
し
て
い
る
。
薬
物
に
手
を
染
め
る
危
険
が
高
い

年
齢
は
学
齢
期
に
重
な
る
の
で
、
こ
の
観
点
か
ら
も
学
校
に
お
け
る

薬
物
乱
用
防
止
教
育
が
重
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
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大
学
生
を
含
む
青
少
年
の
薬
物
乱
用
の

実
態
と
予
防
対
策

勝
野
眞
吾

兵
庫
教
育
大
学
理
事
・
副
学
長

（
）

教
育
・
社
会
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
長



な
っ
て
起
こ
っ
た
。
第
三
次
覚
せ
い
剤
乱
用
期
で
は
、
中
学
生
・
高

校
生
な
ど
の
若
年
層
や
女
性
な
ど
、
従
来
薬
物
乱
用
が
少
な
か
っ
た

層
に
も
覚
せ
い
剤
乱
用
が
浸
透
し
た
こ
と
、
覚
せ
い
剤
の
他
に

Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
（
エ
ク
ス
タ
シ
ー
）
な
ど
の
新
し
い
薬
物
の
乱
用
が
広
が
っ

た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
一
九
九
八
年
「
薬
物
乱
用
防

止
五
か
年
戦
略
」
が
策
定
さ
れ
、
国
を
挙
げ
て
の
包
括
的
な
取
り
組

み
が
始
め
ら
れ
た
。
こ
の
包
括
的
取
り
組
み
は
、
二
〇
〇
三
年
か
ら

の
「
新
薬
物
乱
用
防
止
五
か
年
戦
略
」
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
の
「
第

三
次
薬
物
乱
用
防
止
五
か
年
戦
略
」
と
継
続
さ
れ
て
い
る
。

上
記
の
包
括
的
取
り
組
み
に
よ
っ
て
覚
せ
い
剤
乱
用
の
流
行
が
沈

静
化
し
て
い
る
の
に
反
し
て
、
今
回
問
題
と
な
っ
た
大
麻
乱
用
は
、

覚
せ
い
剤
乱
用
に
く
ら
べ
て
低
率
で
あ
る
が
、
近
年
も
増
加
傾
向
に

あ
る
。
こ
の
傾
向
は
全
国
の
精
神
病
院
を
対
象
と
し
た
調
査
で
も
み

ら
れ
る
。
図
２
の
よ
う
に
、
薬
物
に
よ
る
精
神
障
害
者
の
う
ち
、
大

麻
乱
用
経
験
の
あ
る
も
の
は
二
〇
〇
〇
年
以
降
急
増
し
、
二
〇
〇
六

年
や
や
減
少
し
た
が
依
然
高
率
で
あ
り
、
薬
物
に
よ
る
精
神
障
害
者

の
約
１
／
３
は
大
麻
乱
用
経
験
を
持
っ
て
い
る
（
図
２
）。

こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
は
、
我
が
国
に
お
い
て
大
麻
乱
用
が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
大
麻
乱
用
の
指

標
は
、
大
麻
取
締
法
違
反
に
よ
り
逮
捕
さ
れ
た
者
や
大
麻
を
含
む
薬

物
乱
用
に
よ
っ
て
精
神
障
害
を
起
こ
し
、
治
療
あ
る
い
は
入
院
し
た
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図２ 薬物による精神障害と大麻乱用
（Ozaki他全国精神病院調査）

類
の
乱
用
を
行
う
確
率
が
高
い
。
そ
の
た
め
大
麻
は
よ
り
危
険
な
薬

物
乱
用
へ
門
戸
を
開
く
薬
物
、
g
a
tew
a
y
d
ru
g
あ
る
い
は
en
try

d
ru
g
と
呼
ば
れ
、
薬
物
乱
用
の
連
鎖
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
薬

物
で
あ
る
。

我
が
国
の
青
少
年
の
薬
物
乱
用
の
実
態

薬
物
乱
用
の
動
向
を
知
る
た
め
に
、
我
が
国
で
は
主
に
、
依
存
性

を
も
つ
薬
物
を
規
制
す
る
薬
物
取
締
法
違
反
者
（
逮
捕
者
）
数
が
指

標
と
さ
れ
て
き
た
。
図
１
は
、
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
、
あ
へ

ん
法
、
覚
せ
い
剤
取
締
法
、
大
麻
取
締
法
、
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法

（
有
機
溶
剤
・
シ
ン
ナ
ー
乱
用
を
規
制
）
の
五
つ
の
法
律
違
反
者
の

推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
我
が
国
で

は
覚
せ
い
剤
と
有
機
溶
剤
（
シ
ン
ナ
ー
）
が
二
大
乱
用
薬
物
で
あ
る
。

他
の
薬
物
の
乱
用
は
極
め
て
低
率
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン

が
我
が
国
の
薬
物
乱
用
の
特
徴
で
あ
る
。
我
が
国
で
主
要
な
乱
用
薬

物
で
あ
る
覚
せ
い
剤
乱
用
の
流
行
は
一
九
五
五
年
を
ピ
ー
ク
と
す
る

第
一
次
乱
用
期
、
一
九
八
三
年
を
ピ
ー
ク
と
す
る
第
二
次
乱
用
期
と

繰
り
返
さ
れ
、
一
九
九
一
年
か
ら
始
ま
り
、
一
九
九
七
年
を
ピ
ー
ク

と
す
る
流
行
は
第
三
次
乱
用
期
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
第
二
期
乱
用
期

に
は
青
少
年
を
中
心
に
有
機
溶
剤
（
シ
ン
ナ
ー
）
乱
用
の
流
行
が
重
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図１ 薬物乱用に関する法律違反者（逮捕者）の動向と対策



％
が
、
そ
れ
ぞ
れ
乱
用
を
経
験
し
て
い
る
。
表
２
は
表
１
の
生
涯
経

験
率
か
ら
推
定
し
た
我
が
国
の
青
少
年
の
違
法
薬
物
乱
用
経
験
者
数

で
あ
る
。
大
麻
に
関
し
て
は
中
学
生
で
は
約
一
六
〇
〇
〇
人
、
高
校

生
で
は
約
二
五
〇
〇
〇
人
、
一
八
―
二
二
歳
で
は
約
一
〇
〇
〇
〇
〇

人
が
大
麻
乱
用
を
経
験
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

厚
生
労
働
省
の
研
究
班
に
よ
る
中
学
生
調
査
は
一
九
九
六
年
か
ら

二
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
、
ま
た
我
々
の
高
校
生
調
査
は
二
〇
〇
四
年

と
二
〇
〇
六
年
に
実
施
さ
れ
た
が
、
こ
の
間
こ
れ
ら
の
疫
学
調
査
で

は
中
学
生
、
高
校
生
の
大
麻
乱
用
の
顕
著
な
増
加
は
み
ら
れ
て
い
な

い
。
残
念
な
が
ら
大
学
生
を
含
む
一
八
―
二
二
歳
を
対
象
と
し
た
調

査
は
今
回
が
初
回
で
あ
り
、
過
去
の
デ
ー
タ
が
な
い
の
で
、
こ
の
年

齢
層
の
近
年
の
推
移
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
青
少
年
に
お
け
る
薬
物
乱
用
の
実
態
は
、
単
に
犯
罪

指
標
の
み
で
な
く
、
複
数
の
指
標
を
用
い
て
総
合
的
に
把
握
す
る
必

要
が
あ
り
、
特
に
予
防
が
中
心
と
な
る
薬
物
乱
用
防
止
対
策
に
は
、

精
密
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
質
問
紙
法
に
よ
る
継
続
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
が
必
要
で
あ
る
。

世
界
の
薬
物
乱
用
の
実
態

今
日
、
薬
物
乱
用
は
世
界
各
国
に
お
よ
び
現
代
社
会
が
解
決
す
べ
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図３ 世界の薬物乱用の推移（国連 WorldDrugReport2008）

者
を
調
査
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
大
麻
乱
用
を
経
験
し
た

者
の
一
部
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
実
に
、

こ
れ
ら
の
指
標
は
集
中
し
て
取
締
り
が
行
わ
れ
た
場
合
な
ど
に

は
増
加
す
る
。

こ
れ
ら
の
犯
罪
調
査
や
病
院
調
査
と
別
に
、
質
問
紙
に
よ
る

調
査
に
よ
っ
て
、
疫
学
的
に
薬
物
乱
用
の
実
態
を
把
握
す
る
こ

と
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
調
査
対
象
者
の
匿
名
性
を
保
証
し
、

層
化
無
作
為
抽
出
法
な
ど
を
用
い
た
綿
密
な
調
査
計
画
の
も
と

で
行
わ
れ
る
こ
の
よ
う
な
疫
学
調
査
は
、
薬
物
乱
用
の
実
態
把

握
の
手
法
と
し
て
世
界
の
多
く
の
国
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
我

が
国
で
は
ま
だ
多
く
な
い
。
こ
と
に
大
学
生
を
中
心
と
し
た
青

少
年
層
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
あ
わ
せ
た
調
査
は
少
な
く
、
最
近
実

施
さ
れ
た
も
の
は
我
々
が
二
〇
〇
七
年
に
首
都
圏
の
一
八
―
二

二
歳
の
青
少
年
を
対
象
と
し
た
調
査
の
み
で
あ
る
。
表
１
は
こ

の
調
査
結
果
と
同
様
の
方
法
で
二
〇
〇
六
年
に
実
施
さ
れ
た
一

三
―
一
五
歳
（
中
学
生
）
お
よ
び
一
六
―
一
八
歳
（
高
校
生
）

の
全
国
調
査
結
果
を
あ
わ
せ
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
の
数

値
は
生
涯
経
験
率
、
す
な
わ
ち
こ
れ
ま
で
一
回
で
も
薬
物
乱
用

を
経
験
し
た
者
の
出
現
頻
度
で
あ
る
が
、
大
麻
に
関
し
て
は
、

我
が
国
の
中
学
生
で
は
〇
・
三
―
〇
・
五
％
、
高
校
生
で
は
〇
・

四
―
一
・
〇
％
、
大
学
生
を
含
む
一
八
―
二
二
歳
で
は
一
・
四
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表１ 我が国における青少年の薬物乱用の実態（生涯経験率％）

調査年 年齢 プロジェクト 大麻 有機溶剤 覚せい剤
MDMA

（エクスタシー）
コカイン ヘロイン

2006 13 厚労省調査 0.3 0.8 0.3 － － －

2006 14 厚労省調査 0.4 0.8 0.4 － － －

2006 15 厚労省調査 0.5 1.0 0.5 － － －

2006 16 JSPAD 0.4 0.7 0.4 0.3 － －

2006 17 JSPAD 0.6 0.8 0.6 0.3 － －

2006 18 JSPAD 1.0 0.9 0.6 0.5 － －

2007 18-22 JSPAD 1.4 1.2 0.5 0.5 － －

厚労省調査：和田清他 「薬物乱用に関する全国中学生意識・実態調査2006」
JSPAD:JapaneseSchoolSurveyProjectonAlcoholandotherDrugs 勝野眞吾他兵
庫教育大学教育・社会調査研究センター

表２ 我が国における青少年の薬物乱用の実態（推定人数）

年齢 大麻 有機溶剤 覚せい剤
MDMA

（エクスタシー）
コカイン ヘロイン

13－15歳 中学生 15,956 31,187 15,231 － － －

16－18歳 高校生 24,516 28,842 18,026 17,305 － －

18－22歳 大学生他 105,644 90,552 37,730 37,730 － －



も
と
に
、
青
少
年
層
の
薬
物
乱
用
の
生
涯
経
験
率
を
比
較
し
た
も
の

で
あ
る
。
我
が
国
の
大
麻
乱
用
経
験
率
は
中
学
生
一
三
歳
で
は
〇
・

三
％
、
一
五
歳
〇
・
五
％
、
高
校
生
一
七
歳
で
は
〇
・
六
％
、
大
学

生
を
含
む
一
八
―
二
二
歳
の
若
者
で
は
一
・
四
％
、
こ
れ
は
米
国
の

同
世
代
の
経
験
率
、
一
三
歳
一
五
・
七
％
、
一
五
歳
三
一
・
八
％
、

一
七
歳
四
二
・
三
％
に
比
べ
て
極
め
て
低
い
数
字
で
あ
り
、
そ
の

他
の
西
欧
諸
国
の
同
世
代
に
比
べ
て
も
低
率
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

現
在
に
お
い
て
も
我
が
国
は
世
界
で
も
薬
物
乱
用
が
少
な
い
国
で
あ

る
。
我
々
の
調
査
で
は
韓
国
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
ア
ジ
ア
国
々
も
我

が
国
と
同
様
の
傾
向
が
あ
る
（
た
だ
し
、
ア
ジ
ア
の
国
で
も
中
国
、

台
湾
、
タ
イ
な
ど
で
は
状
況
が
異
な
る
よ
う
で
あ
り
、
今
後
国
際
比

較
が
で
き
る
よ
う
な
詳
細
な
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
実
態
が
把
握
さ

れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
）。

薬
物
乱
用
に
対
す
る
予
防
の
考
え
方
と
薬
物
乱
用
防
止
対
策

図
４
は
疾
病
の
進
展
の
自
然
史
と
そ
れ
に
対
応
し
た
予
防
対
策
を

薬
物
乱
用
・
依
存
に
あ
て
は
め
た
も
の
で
あ
る
。
薬
物
乱
用
・
依
存

は
時
間
の
経
過
と
共
に
進
行
す
る
。
健
康
お
よ
び
ハ
イ
リ
ス
ク
の
状

態
（
本
人
は
薬
物
に
手
を
染
め
て
い
な
い
が
薬
物
乱
用
を
経
験
し
た

仲
間
が
い
る
状
態
、
あ
る
い
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
違
法
薬
物
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図４ 薬物乱用・依存の自然史とそれに対応した予防対策

き
共
通
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
国
連
薬

物
と
犯
罪
対
策
局
（
U
n
ited

N
a
tio
n
s

O
ffice

o
n
D
ru
g
a
n
d
C
rim
e）
は
、

W
o
rld
D
ru
g
R
ep
o
rt
2008に

お
い
て
、

世
界
の
各
国
が
厳
し
い
薬
物
乱
用
防
止
対

策
を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
の

薬
物
乱
用
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
一

九
九
〇
年
代
後
半
よ
り
む
し
ろ
拡
大
・
増

加
し
、
薬
物
乱
用
者
は
世
界
人
口
の
四
・

九
％
、
二
億
八
〇
〇
万
人
に
達
し
て
い
る

と
報
告
し
て
い
る
。
図
３
は
そ
の
内
訳
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
世
界
で
最
も
乱

用
さ
れ
て
い
る
薬
物
は
大
麻
で
あ
る
。
大

麻
乱
用
者
は
、
二
〇
〇
六
／
二
〇
〇
七
年

で
三
・
九
％
、
一
億
六
五
六
〇
万
人
と
推

定
さ
れ
、
二
〇
〇
四
年
以
降
、
そ
の
乱
用

者
の
増
加
は
他
の
薬
物
に
比
べ
て
著
し
い
。

国
連
の
推
定
は
、
犯
罪
デ
ー
タ
、
医
療

デ
ー
タ
、
乱
用
薬
物
押
収
量
な
ど
を
総
合

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
表
３
は
、
世
界

各
国
の
最
も
新
し
い
質
問
紙
調
査
結
果
を
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表３ 世界各国の青少年の違法薬物乱用の実態（生涯経験率 ％）

国 調査年 年齢
プロジェ
クト

大麻
有機
溶剤

覚せ
い剤

MDMA
（エクスタシー）

コカイン ヘロイン

2006 13 JHS 0.3 0.8 0.3 － － －

2006 14 JHS 0.4 0.8 0.4 － － －

2006 15 JHS 0.5 1.0 0.5 － － －

日本 2006 16 JSPAD 0.4 0.7 0.4 0.3 － －

2006 17 JSPAD 0.6 0.8 0.6 0.4 － －

2006 18 JSPAD 1.0 0.9 0.6 0.5 － －

2007 18�22JYPAD 1.4 1.2 0.5 0.5 － －

韓国 2007 16�18ASPAD 0.7 1.0 0.6 0.6 － －

ベトナム 2007 16�18ASPAD 0.6 － 0.6 1.0 － 0.1

2006 13 MFS 15.7 16.1 7.3 2.5 3.4 1.4

アメリカ合衆国 2006 15 MFS 31.8 13.3 11.2 4.5 4.8 1.4

2006 17 MFS 42.3 11.1 12.4 6.5 8.5 1.4

ドイツ 2003 15�16 ESPAD 27.0 11.0 5.0 3.0 2.0 1.0

スペイン 2004 15�16 PNSD 41.0 ー 3.0 3.0 6.0 1.0

フランス 2003 15�16 ESPAD 38.0 11.0 2.0 3.0 3.0 2.0

イタリア 2003 15�16 ESPAD 27.0 6.0 3.0 3.0 4.0 4.0

オランダ 2003 15�16 ESPAD 28.0 6.0 1.0 5.0 3.0 1.0

スウェーデン 2003 15�16 ESPAD 7.0 8.0 1.0 2.0 1.0 1.0

イギリス 2003 15�16 ESPAD 38.0 12.0 3.0 5.0 4.0 1.0

トルコ 2003 15�16 ESPAD 4.0 4.0 2.0 2.0 2.0 2.0

JHS:JananeseJuniorHighSchoolSurvey和田清他
JSPAD:JapaneseSchoolSurveyProjectonAlcoholandotherDrugAbuse勝野眞吾他
JYPAD:JapaneseYouthSurveyProjectonAlcoholandotherDrugs勝野眞吾他
MFS:MonitorimgtheFutureStudy(U.S.A.)LloydDJohnstonetal.
ESPAD:EuropeanSchoolSurveyProjectonAlcoholandotherDrugsEMCDDA
PNSD:PlanNacionalSubreDrogas
ASPAD:AsianSchoolSurveyProjectonDrugAbuse KatsunoS.etal.



物
乱
用
の
第
一
予
防
を
最
重
点
課
題
と
し
、
学
校
に
お
け
る
薬
物
乱

用
防
止
教
育
の
充
実
を
目
標
の
最
初
に
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由

は
先
に
述
べ
た
こ
と
に
よ
る
（
図
５
）。

薬
物
乱
用
防
止
教
育

我
が
国
で
は
、
一
九
八
九
年
の
学
習
指
導
要
領
に
よ
っ
て
、
学
校

教
育
の
な
か
に
薬
物
乱
用
防
止
教
育
が
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
中
学
校
で
は
一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）
度
か
ら
、
高

等
学
校
で
は
一
九
九
四
年
（
平
成
六
年
）
度
か
ら
、
す
べ
て
の
中
学

校
、
高
等
学
校
に
お
い
て
薬
物
乱
用
防
止
に
関
す
る
指
導
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
九
八
年
の
小
学
校
お
よ
び
中
学
校

学
習
指
導
要
領
改
訂
、
一
九
九
九
年
の
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
改

訂
で
は
、
学
校
に
お
け
る
薬
物
乱
用
防
止
に
関
す
る
指
導
の
充
実
が

図
ら
れ
、
小
学
校
高
学
年
の
段
階
か
ら
薬
物
乱
用
防
止
教
育
が
開
始

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
に
は
次
期
の
学
習
指
導
要
領

が
公
示
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
も
小
学
校
の
段
階
か
ら
高
等
学
校
ま
で

の
系
統
的
な
薬
物
乱
用
防
止
教
育
の
充
実
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
図
６

は
高
等
学
校
の
薬
物
乱
用
防
止
教
育
で
取
扱
わ
れ
た
薬
物
の
推
移
で

あ
る
。
大
麻
に
関
し
て
は
一
九
九
六
年
で
は
五
六
・
二
％
の
学
校
で

取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
二
〇
〇
五
年
で
は
六
四
・
七
％
に
増
え
て
い
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図６ 高等学校の薬物乱用防止教育で取扱われた薬物

の
情
報
を
集
め
て
い
る
よ
う
な
状
態
な
ど
）
か
ら
、
一
旦
薬
物
に
手

を
染
め
る
と
、
薬
物
乱
用
・
依
存
は
急
激
に
進
み
、
試
験
的
使
用
か

ら
乱
用
・
依
存
（
早
期
）
、
乱
用
・
依
存
（
進
行
期
）
を
経
て
、
増

強
的
使
用
と
強
迫
的
使
用
を
繰
り
返
す
依
存
の
悪
循
環
に
陥
る
。
薬

物
乱
用
は
、
乱
用
さ
れ
る
薬
物
の
も
つ
依
存
性
と
乱
用
の
始
ま
り
が

発
育
・
発
達
過
程
に
あ
る
青
少
年
期
で
あ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、

薬
物
に
手
を
染
め
た
後
の
対
応
で
あ
る
第
二
次
予
防
、
第
三
次
予
防

（
薬
物
依
存
症
の
治
療
と
社
会
復
帰
）
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
従
っ

て
、
薬
物
乱
用
に
対
し
て
は
、
薬
物
乱
用
そ
の
も
の
を
始
め
さ
せ
な

い
第
一
次
予
防
が
最
も
本
質
的
な
対
応
と
な
る
。
第
一
次
予
防
に
お

け
る
具
体
的
方
法
は
、
健
康
教
育
（
薬
物
乱
用
防
止
教
育
）
と
薬
物

乱
用
を
許
さ
な
い
社
会
環
境
の
醸
成
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
主
な

対
象
は
、
現
在
薬
物
乱
用
を
経
験
し
て
い
な
い
青
少
年
で
あ
る
。
薬

物
乱
用
に
対
す
る
予
防
に
は
、
教
育
と
い
う
手
段
が
重
要
で
あ
る
こ

と
と
、
対
象
と
な
る
年
齢
層
が
学
齢
期
と
重
な
る
こ
と
か
ら
、
学
校

教
育
を
通
じ
た
働
き
か
け
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。

我
が
国
で
は
、
「
薬
物
乱
用
防
止
五
か
年
戦
略
」
、
「
新
薬
物
乱
用

防
止
五
か
年
戦
略
」
お
よ
び
「
第
三
次
薬
物
乱
用
防
止
五
か
年
戦
略
」

が
策
定
さ
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
を
長
と
す
る
薬
物
乱
用
対
策
推
進
本

部
が
中
核
と
な
っ
て
薬
物
乱
用
防
止
対
策
が
総
合
的
に
進
め
ら
れ
て

い
る
。
三
次
に
わ
た
る
継
続
し
た
五
か
年
戦
略
で
は
、
い
ず
れ
も
薬
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図５ 第三次薬物乱用防止五か年戦略



に
も
反
映
し
、
「
薬
物
依
存
」
と
い
う
専
門
用
語
を
知
っ
て
い
る
児

童
生
徒
が
増
加
し
、
我
が
国
の
高
校
三
年
生
で
は
そ
の
八
〇
％
以
上

が
こ
の
専
門
用
語
を
知
っ
て
い
る
。
一
方
、
「
薬
物
を
使
用
す
る
と

気
持
ち
良
く
な
る
」
と
答
え
た
薬
物
乱
用
に
肯
定
的
な
生
徒
は
二
〇

〇
六
年
で
は
一
九
九
七
年
時
点
の
約
１
／
３
に
減
少
し
て
い
る
（
図

７
、
８
）。

ま
た
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
高
校

生
が
「
薬
物
乱
用
は
危
険
で
あ
る
」

と
考
え
て
お
り
、
「
薬
物
乱
用
は
良

く
な
い
こ
と
で
あ
り
、
許
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
」
と
い
う
規
範
意
識
も

一
九
九
七
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
に
か

け
て
上
昇
し
、
高
校
三
年
生
の
八
〇

％
以
上
は
、
薬
物
乱
用
に
対
し
て
厳

し
い
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
（
図
９
、

10）。

大
学
に
お
け
る
大
麻
乱
用
問
題

こ
の
二
年
ほ
ど
の
間
に
、
大
学
に

お
け
る
大
麻
乱
用
、
売
買
事
件
が
矢

継
ぎ
早
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
れ
ま
で
に
述

べ
た
よ
う
に
、
現
在
で
も
我
が
国
の
大
学
生
を
含
む
青
少
年
の
薬
物

乱
用
率
は
欧
米
諸
国
に
比
べ
て
低
い
。
外
電
（
ロ
イ
タ
ー
）
が
、

M
a
riju
a
n
a
"ep
id
em
ic"
sh
o
w
s
J
a
p
a
n
's
d
ru
g
a
llerg

y
と
揶
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図９ 「薬物乱用は危険である」と答えた児童生徒

図10「薬物乱用は良くないことである。許されるべきでは
ない」と答えた児童生徒

る
。
し
か
し
、
覚
せ
い
剤
や
有
機
溶
剤
に
比
べ
る
と
大
麻
の
危
険
性

に
つ
い
て
の
指
導
は
少
な
い
。
こ
れ
は
上
述
の
よ
う
な
我
が
国
薬
物

乱
用
の
特
徴
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
二
〇
〇
五
年
に
は
、
新
し
く
登
場
し
た
危
険
な
薬
物
で
あ

る
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
（
エ
ク
ス
タ
シ
ー
）
に
つ
い
て
指
導
を
行
っ
た
学
校
が

六
一
・
六
％
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
学
校
教
育
を
通
じ
た

薬
物
乱
用
防
止
教
育
の
効
果
は
、
一

九
九
七
年
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
〇

六
年
の
三
度
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た

文
部
科
学
省
の
調
査
結
果
に
明
確
に

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
学
生
の
年

齢
に
近
い
高
校
三
年
生
（
男
子
）
で

み
る
と
、
乱
用
さ
れ
る
薬
物
の
情
報

を
「
雑
誌
な
ど
か
ら
得
た
」
と
答
え

た
生
徒
は
一
九
九
七
年
に
は
四
六
・

五
％
で
あ
っ
た
の
が
、
二
〇
〇
六
年

に
は
二
二
・
五
％
に
減
少
し
、
逆
に

「
学
校
の
授
業
か
ら
得
た
」
と
答
え

た
生
徒
は
一
九
九
七
年
の
五
九
・
二

％
か
ら
二
〇
〇
六
年
に
は
八
〇
・
一

％
に
増
加
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
は
、
薬
物
に
関
し
て
の
情

報
を
興
味
本
位
で
ダ
ー
テ
ィ
ー
な
情
報
が
得
や
す
い
雑
誌
な
ど
か
ら

得
て
い
た
生
徒
が
半
数
程
度
い
た
が
、
二
〇
〇
六
年
に
は
ほ
と
ん
ど

の
生
徒
が
授
業
か
ら
正
確
な
情
報
を
得
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
児
童
生
徒
の
薬
物
乱
用
に
関
す
る
知
識
や
態
度
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図７ 「薬物依存」について知っている児童生徒

図８ 「薬物を使用すると気持ち良くなる」と
答えた児童生徒



現
代
社
会
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
直
接
個
人
に
達
す
る

新
た
な
情
報
手
段
や
容
易
に
な
っ
た
海
外
渡
航
な
ど
に
よ
っ
て
、
学

生
の
諸
外
国
の
状
況
を
知
る
機
会
が
増
え
る
と
と
も
に
、
大
麻
の
危

険
性
に
つ
い
て
の
誤
っ
た
情
報
（
「
オ
ラ
ン
ダ
で
は
大
麻
使
用
は
合

法
で
あ
る
」
な
ど
、
詳
細
は
文
献
２
を
参
照
）
に
晒
さ
れ
る
頻
度
が

増
え
て
い
る
。
特
に
自
由
で
開
放
的
な
雰
囲
気
を
特
徴
と
す
る
場
で

あ
る
大
学
に
あ
っ
て
、
学
生
は
こ
れ
ら
に
敏
感
に
反
応
す
る
特
性
を

も
っ
て
い
る
。

今
回
の
大
麻
問
題
を
教
訓
と
し
て
、
今
後
、
小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
に
加
え
て
、
大
学
に
お
い
て
も
薬
物
乱
用
防
止
に
関
す
る

指
導
を
徹
底
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
薬
物
乱
用
の
実
態
把
握
と

予
防
対
策
の
有
効
性
を
検
証
す
る
た
め
の
継
続
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

も
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
し
て
信
頼
で
き
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
を
も

と
に
、
社
会
全
体
に
対
す
る
啓
発
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
図

11は
、

米
国
ミ
シ
ガ
ン
大
学
社
会
科
学
研
究
所
J
o
h
n
sto
n
の
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
継
続
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
M
o
n
ito
rin
g
th
e
F
u
tu
re

S
tu
d
y
）
の
結
果
で
あ
る
。
こ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
、
米
国
の
高
校

生
を
主
な
対
象
に
し
て
一
九
七
五
年
か
ら
現
在
ま
で
、
全
米
で
毎
年

継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
大
麻
乱
用
が
高
校
生
の
四
〇
％
近
く

に
も
及
ん
だ
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
学
校
に
お
け
る
薬
物
乱
用
防

止
教
育
を
含
む
集
中
的
な
対
策
行
わ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
大
麻
乱

用
の
危
険
性
が
生
徒
ひ
と
り
ひ
と
り
に
認
識
さ
れ
る
と
、
大
麻
乱
用

は
明
ら
か
に
減
少
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
手
が
緩
め
ら
れ
る
と
、
生

徒
の
大
麻
の
危
険
性
に
つ
い
て
の
認
識
は
低
下
し
、
再
び
大
麻
乱
用

が
広
が
っ
た
。
こ
の
デ
ー
タ
は
、
教
育
を
通
じ
た
働
き
か
け
の
有
効

性
を
示
す
と
と
も
に
、
継
続
的
な
予
防
的
働
き
か
け
が
何
よ
り
も
重

要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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揄
し
て
伝
え
る
よ
う
に
、
大
麻
乱
用
が
三
〇
％
を
超
え
る
欧
米
か
ら

見
れ
ば
、
今
回
の
日
本
で
の
大
麻
に
関
す
る
騒
ぎ
は
理
解
し
が
た
い

も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
薬
物
に
手
を
染
め
る
こ
と
、
そ
の

も
の
を
防
止
す
る
第
一
次
予
防
が
も
っ
と
も
本
質
的
な
対
応
策
で
あ

る
薬
物
問
題
に
関
し
て
は
、
我
が
国
の
状
況
が
正
常
で
あ
る
。

今
回
、
大
学
と
い
う
場
に
お
け
る
大
麻
問
題
で
注
目
す
べ
き
は
、

（
１
）
従
来
薬
物
問
題
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
「
大
学
」
に
お
い
て
、

次
の

世
代
を
担
う
学
生
の
大
麻

事
件
が
起
こ
っ
た
こ
と
、
（
２
）
我

が
国
で
は
、
覚
せ
い
剤
と
有
機
溶
剤
が
乱
用
さ
れ
る
主
要
な
薬
物
で

あ
り
、
こ
の
ふ
た
つ
の
薬
物
と
乱
用
頻
度
は
少
な
い
が
極
め
て
危
険

な
、
あ
へ
ん
、
ヘ
ロ
イ
ン
、
コ
カ
イ
ン
な
ど
の
麻
薬
類
に
つ
い
て
は

関
心
が
高
か
っ
た
の
に
反
し
、
こ
れ
ま
で
乱
用
の
少
な
か
っ
た
大
麻

に
つ
い
て
は
あ
ま
り
注
意
が
及
ば
ず
、
高
等
学
校
ま
で
の
薬
物
乱
用

防
止
教
育
で
も
取
扱
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
こ
と
、
従
っ
て
、

大
麻
乱
用
の
危
険
性
に
つ
い
て
の
社
会
全
体
の
認
識
が
低
く
、
新
し

い
乱
用
薬
物
と
し
て
大
麻
が
登
場
し
た
こ
と
、（

３
）
大
麻
乱
用
は
、

そ
れ
自
体
有

害
で
あ
る
が
、
よ
り
危
険
な
薬
物
乱
用
の
g
a
tew

a
y

と
な
る
こ
と
、
こ
の
た
め
大
麻
乱
用
の
広
が
り
は
、
よ
り
危
険
な
薬

物
乱
用
の
広
が
り
に
つ
な
が
る
リ

ス
ク
が
高
い
こ
と
、
（
４
）
小
学

校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
と
系
統
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
薬
物
乱
用

防
止
教
育
が
大
学
で
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
で
あ
る
。

特集・薬物乱用防止

大学と学生 2009.2 18

図11 米国高校生における大麻乱用の危険性の認識、
入手のしやすさと大麻乱用
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